
　

市
立
函
館
病
院
（
森
下
清
文
院
長
）

は
薬
物
療
法
抵
抗
性
に
よ
る
心
原
性
シ

ョ
ッ
ク
の
治
療
に
カ
テ
ー
テ
ル
型
補
助

人
工
心
臓
「
イ
ン
ペ
ラ
」
を
導
入
、
７

月
に
１
例
目
と
な
る
治
療
を
成
功
さ
せ

た
。
心
原
性
シ
ョ
ッ
ク
は
心
臓
の
血
液

ポ
ン
プ
機
能
が
低
下
し
、
全
身
の
臓
器

に
必
要
な
血
液
が
供
給
さ
れ
な
い
状
態

で
、
速
や
か
に
介
入
を
行
わ
な
け
れ
ば

重
篤
な
臓
器
不
全
を
生
じ
て
死
に
至
る

可
能
性
も
あ
る
。

太
も
も
の
付
け
根
な
ど
か
ら

カ
テ
ー
テ
ル
を
左
心
室
に
挿
入

羽
根
車
の
意
味
を
も
つ
イ
ン
ペ
ラ
は
、

開
胸
手
術
を
せ
ず
に
太
も
も
の
付
け
根

な
ど
か
ら
心
臓
の
左
心
室
内
に
挿
入
・

留
置
し
ポ
ン
プ
カ
テ
ー
テ
ル
内
で
高
速

回
転
さ
せ
て
使
用
す
る
デ
バ
イ
ス
だ
。

カ
テ
ー
テ
ル
の
先
端
か
ら
吸
入
し
た
血

液
を
カ
テ
ー
テ
ル
内
部
の
イ
ン
ペ
ラ
の

力
を
使
用
し
て
大
動
脈
へ
と
送
り
出
す

こ
と
で
、
全
身
の
臓
器
へ
の
循
環
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。

　

同
病
院
循
環
器
内
科
科
長
の
德
田
裕

輔
医
師
は
「
当
院
で
数
年
前
に
導
入
し

た
経
カ
テ
ー
テ
ル
的
大
動
脈
弁
留
置
術

（
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）
と
同
様
に
、
カ
テ
ー
テ

ル
の
み
で
処
置
を
完
結
す
る
事
が
可
能

で
、
カ
テ
ー
テ
ル
や
ポ
ン
プ
が
非
常
に

小
型
の
た
め
、
体
へ
の
負
担
が
少
な
い

治
療
法
で
す
」
と
話
す
。

従
来
の
循
環
補
助
デ
バ
イ
ス
の

デ
メ
リ
ッ
ト
を
改
善

　

心
臓
の
ポ
ン
プ
機
能
を
助
け
る
従
来

の
循
環
補
助
デ
バ
イ
ス
に
は
、
イ
ン
ペ

ラ
以
外
に
大
動
脈
バ
ル
ー
ン
パ
ン
ピ
ン

グ
（
Ｉ
Ａ
Ｂ
Ｐ
）、
経
皮
的
心
肺
補
助

装
置
（
Ｐ
Ｃ
Ｐ
Ｓ
）、
左
室
補
助
人
工

心
臓
（
Ｌ
Ｖ
Ａ
Ｄ
）
が
あ
る
。「
Ｉ
Ａ

Ｂ
Ｐ
や
Ｐ
Ｃ
Ｐ
Ｓ
は
、
心
臓
へ
の
サ
ポ

ー
ト
が
十
分
で
な
い
、
逆
に
心
臓
へ
の

負
荷
が
か
か
る
場
合
が
あ
る
な
ど
の
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
ペ
ラ
は

こ
う
し
た
デ
メ
リ
ッ
ト
を
あ
る
程
度
克

服
可
能
で
、
さ
ら
に
単
独
で
は
な
く
既

存
の
デ
バ
イ
ス
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

カテーテル型補助人工心臓「インペラ」の説明をす
る市立函館病院循環器内科科長の德田裕輔医師

德
田
裕
輔

カ
テ
ー
テ
ル
型
補
助
人
工
心
臓「
イ
ン
ペ
ラ
」を
導
入

イ
ン
ペ
ラ
の
実
施
に
は
多
職
種
に
よ
り

構
成
さ
れ
る
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
の
存
在
が
不
可
欠

市
立
函
館
病
院
循
環
器
内
科
科
長

心
臓
の
血
液
ポ
ン
プ
機
能
が
低
下
す
る
心
原
性
シ
ョ
ッ
ク
の
治
療
に



に
よ
っ
て
、
よ
り
良
好
な
予
後
も
期
待

で
き
ま
す
。」

イ
ン
ペ
ラ
の
導
入
に
は

厳
し
い
施
設
認
定
要
件

イ
ン
ペ
ラ
の
施
設
認
定
要
件
は
心
臓

血
管
外
科
専
門
医
認
定
機
構
の
基
幹
施

設
で
あ
る
こ
と
。
循
環
器
専
門
医
と
心

臓
血
管
外
科
専
門
医
、
集
中
治
療
専
門

医
、
心
血
管
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
治

療
学
会
認
定
医
あ
る
い
は
専
門
医
が
い

る
こ
と
。
植
込
型
補
助
人
工
心
臓
実
施

施
設
も
し
く
は
植
込
型
補
助
人
工
心
臓

実
施
施
設
と
密
接
に
連
携
が
取
れ
て
い

る
こ
と（
同
病
院
は
北
大
病
院
と
連
携
）。

体
外
循
環
技
術
認
定
士
ま
た
は
人
工
心

臓
管
理
技
術
認
定
士
２
人
を
含
む
３
人

以
上
の
臨
床
工
学
技
士
の
在
籍
が
あ
る

こ
と
。
心
臓
血
管
手
術
年
間
症
例
が
１

0
0
例
以
上
、
最
近
３
年
間
の
Ｉ
Ａ
Ｂ

Ｐ
総
数
3
0
例
以
上
、Ｐ
Ｃ
Ｐ
Ｓ
／

C
M
O
総
数
20
例
以
上
、
最
近
3
年
間

の
P
C
I
施
行
総
数
３
０
０
例
以
上
な

ど
、
イ
ン
ペ
ラ
を
導
入
す
る
に
は
厳
し

い
施
設
認
定
要
件
が
あ
る
。
日
本
で
は

２
０
１
７
年
９
月
に
保
険
適
用
と
な
っ

た
が
、
同
病
院
は
６
月
に
補
助
人
工
心

臓
治
療
関
連
学
会
協
議
会
イ
ン
ペ
ラ
部

会
の
認
定
を
受
け
た
。
道
内
で
は
８
カ

所
目
で
、
道
南
で
は
初
め
て
と
な
る
。

德
田
医
師
は
「
イ
ン
ペ
ラ
は
単
純
に
医

師
が
１
人
〜
２
人
い
れ
ば
実
施
で
き
る

治
療
で
は
な
く
、
院
内
の
多
職
種
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
の
存
在

が
不
可
欠
で
す
」
と
チ
ー
ム
医
療
の
重

要
性
を
強
調
す
る
。

カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
た
新
し
い
治
療

法
が
次
々
と
登
場
し
て
い
る
が
、
同
病

院
で
は
そ
れ
ら
を
積
極
的
に
新
規
導
入

し
て
い
る
。
本
年
に
は
、
そ
の
一
つ
で

あ
る
右
心
房
と
左
心
房
を
分
け
る
壁
（
心

房
中
隔
）
に
小
さ
な
孔
が
開
い
て
い
る

P
F
O
（
卵
円
孔
開
存
）
が
原
因
の
脳

梗
塞
に
対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
的
P
F
O

閉
鎖
術
も
導
入
し
た
。「
卵
円
孔
は
通

常
、
出
生
後
数
カ
月
以
内
に
自
然
に
閉

鎖
し
ま
す
が
、
成
長
し
て
も
閉
じ
ず
に

残
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
こ
の
状
態

を
卵
円
孔
開
存
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
成

人
の
４
人
に
１
人
は
卵
円
孔
が
開
い
て

い
る
と
い
わ
れ
る
な
ど
、
か
な
り
の
高

頻
度
で
見
ら
れ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
太
も
も
の
付
け
根
に
あ
る
大
腿

静
脈
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
、
傘

の
よ
う
な
形
を
し
た
治
療
器
具
を
開
存

し
た
卵
円
孔
に
留
置
す
る
こ
と
で
血
栓

の
通
過
を
予
防
す
る
治
療
法
で
す
」

　

同
病
院
で
は
イ
ン
ペ
ラ
は
患
者
の
状

況
に
応
じ
て
使
用
を
拡
大
し
て
い
く
考

え
だ
。
德
田
医
師
は
「
当
院
は
道
内
の

地
方
都
市
の
中
で
は
救
急
搬
送
が
非
常

に
多
く
あ
る
施
設
で
す
。
こ
れ
ま
で
救

え
な
か
っ
た
重
症
心
不
全
症
例
に
対
し

て
イ
ン
ペ
ラ
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
予
後
を
改
善
す
る
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

心
臓
の
左
心
室
に
挿
入
・
留
置
し
た
イ
ン
ペ
ラ
の
イ
メ
ー
ジ
図

（イラスト・写真は市立函館病院提供）
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